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ドキドキするね！今日から 1 年生（白浜第一小学校入学式）
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白浜町

議 会 だ よ り



　

平
成
30
年
３
月
18
日
に
執
行
さ

れ
た
白
浜
町
議
会
議
員
選
挙
後
の

初
議
会
（
臨
時
議
会
）
を
、
４
月

５
日
、
６
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
議
会
は
、
議
案
審
議

の
ほ
か
に
、
議
会
の
内
部
構
成
を

決
め
る
た
め
の
も
の
で
、
正
・
副

議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
西

尾
智
朗
氏
、
副
議
長
に
堀
匠
氏
を

選
出
し
た
ほ
か
、
常
任
委
員
会
等

の
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
般
、
白
浜
町
議
会
議
長
の
重
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
な
か
、
地
方
議
会
が
果
た
す
役
割

も
、
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
地

方
自
治
の
進
展
や
観
光
施
策
の
推
進
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
、
更

な
る
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 総務文教厚生  ◎長野　○松田　楠本　西尾　丸本　小森　水上

 観光建設農林  ◎辻　○堅田　堀　南　正木　葊畑　溝口

 議会運営委員会  ◎水上　○溝口　堀　楠本　辻　長野
 議会広報特別委員会  ◎南　○小森　正木　松田　水上　葊畑
 白浜町監査委員  　溝口

 公立紀南病院組合議員 　 西尾　　堀
 田辺周辺広域市町村圏組合議員 　 西尾　　堀
 紀南環境広域施設組合議員 　 西尾　　堀
 富田川衛生施設組合議員 　 西尾　　堀　　丸本　　水上
 大辺路衛生施設組合議員 　 西尾　　堀　　長野

 富田川治水組合議員 　 楠本　　葊畑　溝口　　長野

 紀南地方老人福祉施設組合議員 　 西尾
 紀南地方児童福祉施設組合議員 　 西尾
 後期高齢者医療広域連合議員 　 西尾
 富田共有財産組合委員 　 西尾
 都市計画審議会委員 　 辻　　長野

 入学就学奨励金審査委員会委員 　 長野

常
任
委
員
会

   

一　

部　

事　

務　

組　

合

各
種
委
員

 

就
任
の
ご
挨
拶
　
白
浜
町
議
会
議
長
　
西
尾
　
智
朗

【各委員会構成等】 ◎委員長　○副委員長
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堀 匠 副議長 西尾 智朗 議長

 
議
長
に 

西に

し

お尾 

智と

も

あ

き朗 

議
員

 　

     

副
議
長
に 

堀ほ

り 

匠
た
く
み 

議
員　



白 浜 町 議 会 議 員

３ NO.48

議席番号２

楠
くすもと

本　隆
たかのり

典 (75)
無所属（椿）

議席番号 14

長
な が の

野　莊
そういち

一 (64)
無所属（椿）

議席番号 12

葊
ひろはた

畑　敏
と し お

雄 (64)
日本共産党（中）

議席番号 11

辻
つじ

　成
せ い き

紀 (60)
無所属（安宅）

議席番号５

丸
まるもと

本　安
やすたか

高 (65)
日本共産党（市鹿野）

議席番号４

西
に し お

尾　智
ともあき

朗 (66)
無所属（日置）

議席番号 10

水
みずかみ

上　久
く み こ

美子 (66)
無所属（白浜）

議席番号８

松
ま つ だ

田　剛
たけはる

治 (51)
公明党（才野）

議席番号７

堅
か た た

田　府
あつとし

利 (52)
無所属（堅田）

議席番号１

堀
ほり

    匠
たくみ

(59)
無所属（白浜）

議席番号 13

溝
みぞぐち

口　耕
こ う た ろ う

太郎 (58)
無所属（保呂）

議席番号９

小
こ も り

森　一
かずのり

典 (43)
無所属（日置）

議席番号３

南
みなみ

　勝
か つ や

弥 (73)
無所属（白浜）

議席番号６

正
ま さ き

木　秀
ひ で お

男 (66)
無所属（白浜）

○議員任期
　平成３０年３月２６日～平成３４年３月２５日
○議員定数
　１４人　　　　　　（年齢は４月１日現在です。）



□
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

　

予
算
総
額

１
１
０
億
７
千
９
０
０
万
円

　

主
な
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
単
位　

万
円
未
満
四
捨
五
入
）

【
総
務
費
】

・
減
債
基
金
積
立
金

５
千
万
円

・
庁
舎
等
整
備
基
金
積
立
金

５
千
万
円

・
紀
伊
日
置
駅
駐
輪
場
整
備
事
業

５
５
０
万
円

・
津
波
避
難
路
整
備
事
業

６
７
０
万
円

【
民
生
費
】

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
事
業

１
千
２
２
０
万
円

・
と
ん
だ
幼
児
園
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対

応
調
理
室
整
備
事
業１

千
５
０
０
万
円

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
扶
助
事
業

２
千
４
８
９
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
大
井
堰
魚
道
改
修
事
業

１
千
万
円

・
県
営
た
め
池
等
整
備
事
業

１
千
２
０
０
万
円

・
南
紀
白
浜
水
産
資
源
販
路
拡
大
事
業

９
５
０
万
円

・
漁
港
機
能
保
全
事
業

６
３
０
万
円

【
観
光
費
】

・
白
良
浜
周
辺
等
海
洋
活
用
事
業

１
千
万
円

・
観
光
振
興
施
設
購
入
事
業

２
千
５
０
０
万
円

・
白
浜
観
光
推
進
事
業４

千
３
３
０
万
円

【
土
木
費
】

・
町
道
空
港
湯
崎
線
改
良
事
業

１
億
３
千
４
６
２
万
円

・
町
営
住
宅
公
園
等
改
修
事
業

１
千
３
７
０
万
円

【
消
防
費
】

・
高
規
格
救
急
車
更
新
事
業

３
千
１
５
０
万
円

□
条
例
改
正
等

○
白
浜
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
関
係
規
定
を
改
正

 
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会

         　
　

   

２
月
６
日
～
23
日

平成３０年度当初予算を可決
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　白浜町議会平成３０年第１回（２月）定例会は、２月６
日招集、１８日間の会期で開催しました。
　当局から提案された案件は、専決処分１件、条例改正等
１６件、一般会計および特別会計補正予算３件、平成３０
年度当初予算関係１０件、その他の案件８件でした。
　本定例会において、議会運営委員長から「白浜町議会の
議決すべき事件を定める条例」の一部改正案を提出し、「白
浜町長期総合計画における基本構想の策定に関すること」
を、議会の議決すべき事件に追加しました。
　平成３０年度当初予算関係議案１０件は、予算審査特別
委員会で審議を行い、本会議で委員長から審査結果報告を
受けた後、反対討論もありましたが、すべて可決しました。
　定例会 2 日目には一般質問が行われ、５議員が登壇し、
町長および教育長に質問しました。



○
白
浜
町
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

白
浜
町
住
宅
資
金
貸
付
事
業
特
別

会
計
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関

係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
立
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
土
調
査
に
よ
り
白
浜
町
立
住
民

交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
白
浜
町
立
田
野

井
会
館
の
地
番
に
変
更
が
生
じ
て
い

る
た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
土
調
査
に
よ
り
白
浜
町
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
地
番
に
変
更
が
生
じ
て
い

る
た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定

を
改
正

○
白
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
ご
み
処
理
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

日
置
川
ご
み
焼
却
場
を
廃
止
す
る

た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
地
域
産
物
展
示
販
売
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

国
土
調
査
に
よ
り
白
浜
町
地
域
産
物

展
示
販
売
施
設
の
地
番
に
変
更
が
生
じ

て
い
る
た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

○
緑
の
雇
用
担
い
手
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
土
調
査
に
よ
り
緑
の
雇
用
担
い

手
住
宅
の
地
番
に
変
更
が
生
じ
て
い

る
た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準

に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
高
齢
者
生
活
支
援
手
当
の

支
給
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
３
月
31
日
で
白
浜
町
高

齢
者
生
活
支
援
手
当
を
廃
止
す
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
廃
止

○
白
浜
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
防
法
令
等
の
規
制
強
化
等
に
伴

い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
立
保
育
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
土
調
査
に
よ
り
一
部
の
白
浜
町

立
保
育
園
の
地
番
に
変
更
が
生
じ
て

い
る
た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等

の
指
定
、
指
導
等
に
関
す
る
事
務
を

田
辺
市
に
委
託
す
る
こ
と
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
廃
止

○
白
浜
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害

補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
、
白

浜
町
長
期
総
合
計
画
に
お
け
る
基
本

構
想
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
を
追
加

す
る
た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

□
補
正
予
算

○
平
成
29
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
１
億
６
６
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
１
７
億
２
千
３
８
３
万
３
千
円
と

す
る
。

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
単
位　

万
円
未
満
四
捨
五
入
）

【
総
務
費
】

・
地
籍
調
査
事
業

７
千
１
１
１
万
円

【
民
生
費
】

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
等
事
業

２
千
９
９
７
万
円

・
保
育
園
委
託
事
業

２
３
５
万
円

５ NO.48
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【
衛
生
費
】

・
公
立
紀
南
病
院
組
合
負
担
金

４
８
６
万
円

【
土
木
費
】

・
県
営
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
等

負
担
金

５
５
７
万
円

【
災
害
復
旧
費
】

・
道
路
災
害
復
旧
事
業

３
３
２
万
円

□
白
浜
町
と
田
辺
市
と
の
間
に
お
け

る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等

の
指
定
、
指
導
等
に
関
す
る
事
務
の

委
託
に
関
す
る
協
議

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
、

指
導
等
に
関
す
る
事
務
を
田
辺
市
に

委
託
す
る
。

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　

次
の
方
を
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
日ひ
だ
か髙　

明あ
き
ひ
ろ宏

（
白
浜
）

・
堅か
た
た田　

紀き

よ

み
代
美
（
堅
田
）

・
三み
す
み角　

孝
た
か
し
（
矢
田
）

□
土
地
の
処
分

【
処
分
地
】

　

白
浜
町
才
野
１
６
３
３
番
３
５外２

筆

５
千
８
２
４
・
７
０
平
方
メ
ー
ト
ル

【
契
約
の
相
手
】

　

和
歌
山
市
小
松
原
通
一
丁
目
１
番
地

　

和
歌
山
県
知
事　

仁に
さ
か坂　

吉よ
し
の
ぶ伸

【
価
格
】

　

７
５
７
万
２
千
１
１
０
円

【
目
的
】　

　

白
浜
温
泉
線
道
路
改
良
工
事
に
必

要
な
土
地
で
あ
る
た
め
。

□
土
地
の
貸
付

【
貸
付
地
】

　

白
浜
町
２
９
２
７
番
１　

外
11
筆

　

40
万
７
千
５
７
２
平
方
メ
ー
ト
ル

【
貸
付
期
間
】

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

【
貸
付
金
額
】

　

８
８
４
万
６
千
４
６
０
円
（
年
額
）

【
貸
付
先
】

　

白
浜
町
２
９
２
７
番
地
の
１

　

白
浜
開
発
株
式
会
社　

代
表
取
締
役　

田た
な
か中　

進
す
す
む

　

白
浜
町
議
会
平
成
30
年
第
１
回

（
４
月
）
臨
時
会
は
、４
月
５
日
招
集
、

２
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

新
し
い
議
会
の
内
部
構
成
を
決
定
し

た
ほ
か
、
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
案

件
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ら
す
べ

て
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

□
補
正
予
算

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
土
地
取
得
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
千
４
３
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
を
５
千
４
３
０
万
円

と
す
る
。

□
第
２
次
白
浜
町
長
期
総
合
計
画
基

本
構
想
の
策
定

　

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
39
年
度
に

か
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
住

民
と
行
政
の
共
通
の
指
針
と
な
る
計

画
を
策
定
。

□
白
浜
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

次
の
方
を
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
𠮷よ
し
だ田　

進
す
す
む

（
中
）

・
溝み
ぞ
ぐ
ち口　

耕こ
う
た
ろ
う

太
郎
（
保
呂
）

□
白
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

次
の
方
を
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
榎え
の
も
と本　

幸ゆ
き
お夫

（
白
浜
）

・
松ま
つ
ば場　

晃あ
き
よ代
（
堅
田
）

□
富
田
共
有
財
産
組
合
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

次
の
方
を
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
西に
し
お尾　

智と
も
あ
き朗

（
日
置
）

□
白
浜
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

次
の
方
を
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
林
は
や
し　

一か
ず
ま
さ勝
（
才
野
）

平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会
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役
場
本
庁
舎
は
耐
震
改
修

で
多
少
延
命
化
が
で
き
た
が
、

旧
構
造
で
大
規
模
災
害
時
に
対

策
本
部
と
し
て
の
機
能
を
果
た

せ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
混
乱

が
予
想
で
き
る
。
大
規
模
災
害

に
対
応
で
き
る
安
全
・
安
心
な

町
の
拠
点
と
し
て
、
新
庁
舎
建

設
基
金
も
積
み
、
建
設
予
定
地

も
審
議
す
る
と
し
て
い
た
が
、

進
捗
と
全
体
構
想
の
素
案
は
あ

る
の
か
。

　
　

現
在
、
庁
舎
等
整
備
基
金

積
立
金
と
し
て
毎
年
積
み
立
て

を
し
て
い
る
が
、
地
域
や
社
会

情
勢
の
変
化
も
あ
る
の
で
、
新

庁
舎
の
建
設
予
定
地
の
選
定
や

全
体
構
想
に
つ
い
て
は
、
状
況

を
十
分
見
極
め
な
が
ら
着
手
し

て
い
き
た
い
。

　
　

現
庁
舎
の
見
直
し
や
新
庁

舎
の
建
て
替
え
で
、
延
床
面
積

の
縮
減
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
削
減
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
検
証
結
果
や
試
算
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

現
庁
舎
の
使
用
を
続
け
る

う
え
で
は
、
老
朽
化
に
と
も
な

う
修
繕
費
や
設
備
の
改
修
費
用

等
が
か
か
っ
て
く
る
。
新
た
に

建
て
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
う
い
っ
た
費
用
が
削
減
可
能

と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
立
図
書
館
は
本
館
と
白

浜
、
富
田
、
日
置
川
分
室
が
あ

る
が
、
ど
こ
も
老
朽
化
、
狭

き
ょ
う
あ
い隘

化
が
進
み
、
図
書
館
の
機
能
に

必
要
な
資
料
・
職
員
・
施
設
の

基
本
的
な
３
要
件
が
満
た
さ
れ

て
い
な
い
。

　

平
成
19
年
12
月
に
町
立
図
書

館
の
早
期
建
築
を
求
め
る
請
願

が
採
択
さ
れ
、
町
に
大
き
な
期

待
を
持
っ
た
。
平
成
20
年
12
月

に
白
浜
町
立
図
書
館
基
本
構

想
、
白
浜
町
図
書
館
検
討
委
員

会
の
設
置
、
平
成
26
年
２
月
に

白
浜
町
立
図
書
館
整
備
基
本
構

想
を
策
定
し
た
が
、
請
願
採
択

か
ら
10
年
経
て
も
民
意
が
な
か

な
か
届
か
ず
、
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
。

　

公
立
図
書
館
は
、
図
書
館
法

に
基
づ
い
て
、
人
々
の
知
る
権

利
と
個
人
の
学
ぶ
自
由
を
無
料

で
保
障
し
、
町
民
が
い
き
い
き

と
し
た
生
活
を
営
む
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
、
地

域
文
化
の
拠
点
お
よ
び
情
報
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
町
民
の
暮
ら

し
に
大
切
な
地
域
に
欠
か
せ
な

い
基
本
施
設
と
基
本
構
想
に
あ

る
が
、
現
在
の
進
捗
と
今
後
に

つ
い
て
の
考
え
を
は
っ
き
り
と

伺
う
。

　
　

新
図
書
館
の
早
期
完
成
を

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
図
書
館

整
備
基
本
構
想
を
基
に
、
昨
今

の
情
勢
、
諸
条
件
の
変
化
を
見

極
め
な
が
ら
、
図
書
館
の
単
独

の
建
設
が
良
い
の
か
も
含
め
、

庁
内
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

庁
舎
や
図
書
館
建
設
に
つ

い
て
、
複
合
施
設
構
想
を
提
言

し
て
き
た
が
、
全
国
自
治
体
で

は
成
功
事
例
も
あ
る
。
考
え
を

伺
う
。

　
　

庁
舎
建
設
予
定
地
の
場
所

や
面
積
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て

く
る
と
思
う
が
、
今
後
、
新
庁

舎
建
設
の
検
討
を
進
め
る
な
か

で
、
提
言
を
踏
ま
え
、
適
正
に

判
断
し
て
い
き
た
い
。

問答

・庁舎の建て替えと図書館建設について

（老朽化と狭隘化が進み
整備が求められる町立図書館）

問

答

問

答

問答

平成３０年第１回定例会一般質問（登壇順）

  水
みずかみ

上　久
く み こ

美子　議員
（一問一答）



　
　

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
長
期
総
合
計
画
や

第
２
次
長
期
総
合
計
画
の
な
か

で
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
題
し

て
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
地

域
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
示

さ
れ
て
い
る
。
取
り
組
み
方
は

第
１
次
産
業
に
お
け
る
産
品
の

高
付
加
価
値
化
や
担
い
手
の
確

保
と
育
成
、
地
域
資
源
の
最
大

活
用
の
産
業
振
興
と
あ
る
。

　

町
は
ど
の
１
次
産
品
に
ど
の

よ
う
な
形
で
加
工
改
良
し
、
付

加
価
値
を
つ
け
て
い
く
の
か
。

加
工
や
商
品
化
に
は
加
工
用
の

施
設
等
が
必
要
と
考
え
る
。
ま

た
、
事
業
化
に
は
設
備
資
金
が

必
要
で
あ
る
が
、
補
助
政
策
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

農
業
者
が
利
用
で
き
る
融

資
制
度
と
し
て
、
農
業
近
代
化

資
金
や
生
活
営
農
資
金
等
、
す

で
に
据
置
期
間
が
設
け
ら
れ
て

い
る
融
資
制
度
が
多
数
あ
り
、

町
で
も
利
子
補
給
制
度
を
設
け

て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
既

存
の
融
資
制
度
を
有
効
に
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
で
法

人
格
を
設
立
し
て
進
め
る
こ
と

も
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
る
が
、

農
業
を
志
す
や
る
気
の
あ
る
人

材
に
対
し
て
独
自
の
補
助
政
策

に
よ
り
事
業
が
で
き
な
い
か
。

　
　

農
業
は
個
人
経
営
が
多

く
、
多
く
の
額
を
個
人
に
補
助

す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
か
と

思
う
が
、
町
費
を
農
業
に
費
や

す
こ
と
を
惜
し
ん
で
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
法
人
の
立
ち
上
げ

等
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
農

協
や
県
の
農
政
部
門
に
も
相
談

し
つ
つ
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

鳥
獣
害
の
多
い
現
状
で
、

柑
橘
果
樹
の
栽
培
で
は
な
く
、

ハ
ウ
ス
に
よ
る
施
設
農
業
に
取

り
組
み
、
高
価
格
作
物
の
栽
培

を
手
が
け
て
い
く
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

　
　

施
設
農
業
等
で
付
加
価
値

を
高
め
る
に
は
、
そ
れ
に
取
り

組
む
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
付

加
価
値
を
高
め
て
成
功
し
て
い

る
農
業
者
も
い
る
の
で
、
農
業

者
の
皆
さ
ん
と
資
金
面
等
い
ろ

ん
な
相
談
を
し
な
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　

川
添
茶
の
特
産
化
と
後
継

者
に
つ
い
て
、
生
産
農
家
の
高

齢
者
割
合
が
極
め
て
高
い
。
20

代
か
ら
40
代
の
生
産
者
が
い
な

い
と
聞
く
。
お
茶
の
生
産
や
製

造
工
程
に
お
い
て
は
、
長
年
の

経
験
と
高
度
な
技
術
が
必
要
で

あ
り
、
早
急
な
対
応
が
望
ま
れ

る
が
、
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

後
継
者
不
足
は
、
川
添
茶

の
み
な
ら
ず
第
１
次
産
業
共
通

の
課
題
で
あ
る
。
関
係
者
か
ら

は
法
人
化
に
よ
る
６
次
産
業
化

の
話
も
聞
い
て
い
る
。
川
添
茶

は
町
の
貴
重
な
資
源
な
の
で
、

ど
う
に
か
し
て
残
せ
る
よ
う
協

力
し
て
い
き
た
い
。

問答

８NO.48

答

問

問答

問

答

　三
み

倉
くら

　健
けん

嗣
じ

　議員
（総　括）

・農林業の振興について

※
こ
の
ほ
か
、
三
倉
議
員

は
防
災
対
策
に
つ
い
て
、

道
路
整
備
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

（深刻な後継者問題を抱える
　　　　　　　　特産品川添茶の茶畑）

答

答
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今
年
の
秋
、
生
活
保
護
費

が
引
き
下
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
一
般
国
民
の
所
得
が
下

が
る
な
か
、
貧
困
ラ
イ
ン
が
下

が
り
、
ま
す
ま
す
貧
困
の
実
態

が
改
善
さ
れ
な
い
。
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
　

生
活
保
護
の
具
体
的
な
見

直
し
内
容
が
わ
か
ら
な
い
た

め
、
県
や
近
隣
市
町
の
動
向
も

踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

介
護
保
険
に
お
け
る
新
総

合
事
業
の
変
更
点
を
利
用
者

は
、
理
解
し
て
い
る
の
か
。

　
　

全
員
が
以
前
と
同
じ
事
業

所
に
よ
る
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
受
け
て
お
り
、
自
己
負
担

に
つ
い
て
も
、
多
く
の
利
用
者

は
制
度
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と

な
く
利
用
し
て
い
る
。

　
　

今
後
の
高
齢
化
や
利
用
料

の
ア
ッ
プ
で
、
利
用
額
が
上
限

額
を
超
え
た
場
合
、
独
自
に
財

源
を
措
置
す
る
の
か
。

　
　

高
齢
化
や
利
用
料
の
ア
ッ

プ
で
、
総
合
事
業
費
が
上
限
額

を
超
え
る
場
合
は
、
町
か
ら
の

繰
入
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
の
尊
厳
と
権
利
を

守
る
介
護
保
険
と
な
る
よ
う

「
自
立
支
援
」
を
押
し
付
け
な

い
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　

自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
個

別
会
議
等
に
よ
る
自
立
支
援
の

た
め
の
施
策
は
、
町
に
お
い
て

実
施
予
定
は
な
い
。
一
般
介
護

予
防
事
業
等
に
よ
る
健
康
寿
命

の
延
伸
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

第
７
期
介
護
保
険
料
基
準

額
に
関
し
て
、
こ
れ
以
上
の
住

民
負
担
は
限
界
で
あ
り
、
国
に

負
担
軽
減
を
求
め
る
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　

給
付
費
の
国
費
負
担
の
う

ち
５
％
が
調
整
財
源
と
さ
れ
て

い
る
分
に
つ
い
て
、
外
枠
で
の

算
定
と
す
る
よ
う
、
今
後
も
引

き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
く
。

 
 
 

富
田
川
と
高
瀬
川
に
は
さ

ま
れ
た
地
域
に
は
、
避
難
タ

ワ
ー
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

津
波
避
難
困
難
地
域
は
富

田
川
口
地
区
に
あ
た
り
、
避
難

タ
ワ
ー
が
富
田
川
口
地
区
以
外

に
、
設
置
が
必
要
で
あ
る
の
か

ど
う
か
地
元
区
と
も
協
議
し
て

い
き
た
い
。

　
　

Ｇ
７
の
中
で
日
本
は
生
活

保
護
の
補
足
率
が
極
端
に
低

く
、
生
活
保
護
は
恥
と
い
う
意

識
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
の

解
消
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
啓

発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　

民
生
委
員
や
町
の
関
係
部

署
等
と
の
連
携
を
密
に
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
わ
か
り
や
す

い
啓
発
を
し
、
必
要
な
人
に
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答 問

問答

・介護保険について
・防災について
・生活保護の引き下げについて

葊
ひろはた

畑　敏
と し お

雄　議員
（一問一答）

答 問

答

問答

問

（富田川と高瀬川に挟まれた三角地帯）

問

問答

答



　
　

ご
み
の
中
間
処
理
施
設
は

一
度
目
の
延
長
に
お
い
て
、
町

の
対
応
の
ま
ず
さ
か
ら
多
大
な

迷
惑
を
か
け
た
が
、
現
在
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
理
解
に
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。
公
害
防
止
協
定

は
両
区
の
連
名
に
な
っ
て
い
な

い
が
、
そ
の
後
の
対
応
と
経
過

を
伺
う
。
ま
た
、
延
長
に
対
す

る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　

ご
み
の
中
間
処
理
施
設
の

必
要
性
、
重
要
性
、
ま
た
公
害

防
止
等
に
対
す
る
町
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
い
た
だ

い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
、真
摯
に
、丁
寧
に
説
明
し
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

下
水
道
つ
な
ぎ
込
み
に
対

す
る
さ
ら
な
る
住
民
啓
発
と
、

大
型
宿
泊
施
設
の
生
活
雑
排
水

が
、
長
年
白
良
浜
沖
に
処
理
さ

れ
ず
に
流
さ
れ
て
い
る
現
状
に

対
し
、
行
政
指
導
の
徹
底
が
で

き
な
い
の
か
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
接
続
促
進
活

動
を
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、

な
か
な
か
成
果
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
が
、
今
後
も
よ
り
一
層

啓
発
活
動
を
行
い
、
公
共
下
水

道
へ
接
続
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

白
良
浜
の
環
境
変
化
（
黒

砂
化
や
中
央
部
の
高
波
）
の
原

因
調
査
の
進
捗
と
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

浜
中
央
部
の
高
波
に
つ
い

て
は
、
砂
の
押
し
方
を
変
え
た

こ
と
に
よ
り
な
く
な
り
、
改
善

で
き
た
。
砂
の
黒
色
化
も
以
前

と
比
べ
、
沈
静
化
し
て
い
る
。

　
　

権
現
崎
遊
歩
道
の
修
復
、

整
備
に
つ
い
て
の
問
題
点
と
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
は
、
通
行
止
め
の
看

板
を
設
置
し
、対
応
し
て
い
る
。

遊
歩
道
の
整
備
は
、
国
に
お
け

る
優
先
順
位
も
低
い
が
、
計
画

を
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、

引
き
続
き
実
現
で
き
る
よ
う
に

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　

Ｊ
Ｒ
白
浜
駅
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
と
も
な
う
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
事
業
の
現
状
と
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
お

よ
び
県
と
適
時
協
議
を
行
っ
て

き
た
が
、
事
業
の
具
体
性
を
も

た
せ
る
た
め
、
現
在
、
基
本
計

画
策
定
に
係
る
作
業
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
本
計
画
案
を
も

と
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協
議
を
進

め
、
早
期
に
事
業
着
手
し
て
も

ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　

第
三
天
山
源
泉
旧
契
約
に

基
づ
き
、
供
用
開
始
さ
れ
る
が

新
た
な
契
約
で
は
維
持
管
理
に

つ
い
て
す
べ
て
公
金
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
営
利
目
的
の
企

業
に
対
す
る
赤
字
覚
悟
の
行
為

は
、
町
民
に
理
解
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

源
泉
の
所
有
者
が
町
で
あ

る
以
上
、
町
が
責
任
を
持
っ
て

維
持
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
の
維
持
管
理
費
を
町

が
持
つ
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。

答

問 問 答

問 問

答

10NO.48

答

古
ふる

久
く

保
ぼ

　惠
けい

三
ぞう

　議員
（一問一答）

・一般質問４年間の総括。その後の
行政の対応と取り組みについて

※
こ
の
ほ
か
、
古
久
保
議

員
は
湯
崎
漁
港
整
備
工
事

に
つ
い
て
、
ほ
か
３
件
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

（守っていきたいきれいな白良浜）

答 問

答 問



11 NO.48

の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
現
在
、
国
や
電
力
会

社
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
に
対
す

る
申
し
出
等
は
一
切
な
く
、
中

間
貯
蔵
施
設
の
受
け
入
れ
に
つ

　
　

先
の
12
月
議
会
で
「
国
、

県
、
事
業
者
か
ら
中
間
貯
蔵
施

設
の
話
や
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、
話
を
聞
く
こ
と
に
な
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
、
地
元
地
方

紙
で
報
道
さ
れ
、
多
く
の
町
民

が
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
福
井
県
に
あ
る
関
西

電
力
の
大
飯
原
発
３
、
４
号
機

が
再
稼
動
す
る
見
通
し
と
あ

り
、
稼
働
さ
れ
れ
ば
、
原
発
で

燃
や
さ
れ
た
使
用
済
核
燃
料
が

さ
ら
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
関
西
電
力
の
大

飯
、
美
浜
、
高
浜
原
発
の
貯
蔵

プ
ー
ル
は
、
す
で
に
使
用
済
核

燃
料
で
約
７
割
が
埋
ま
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

和
歌
山
県
知
事
は
、
昨
年
８

月
の
会
見
で
、「
核
の
ゴ
ミ
の

最
終
処
分
場
」
に
つ
い
て
は
、

明
確
に
拒
否
の
方
針
を
表
明
し

て
い
る
が
、
中
間
貯
蔵
施
設
に

つ
い
て
は
、
一
昨
年
１
月
の
会

見
で
「
打
診
は
あ
り
え
な
い
」、

「
南
海
地
震
が
あ
る
た
め
、
あ

ま
り
適
地
で
な
い
」
と
述
べ
て

い
る
。

　

町
長
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
に

つ
い
て
拒
否
の
姿
勢
を
示
す
ど

こ
ろ
か
、
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、
話
を
聞
く
と
の
こ
と
で
あ

る
。
施
設
の
受
け
入
れ
は
し
な

い
、
話
し
合
い
に
応
じ
な
い
と

明
言
し
、住
民
の
な
か
に
あ
る
、

不
安
、
不
信
を
払
拭
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
、
昨
年
９
月
、
12

月
議
会
で
答
弁
し
た
と
お
り
で

あ
る
が
、そ
の
こ
と
に
対
し
て
、

不
安
を
感
じ
て
い
る
町
民
が
い

る
と
の
指
摘
を
受
け
た
の
で
、

誤
解
の
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
述

べ
た
い
と
思
う
。

　

決
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
の
受

け
入
れ
に
前
向
き
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

12
月
議
会
で
は
、
仮
に
国
や
電

力
会
社
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
に

関
す
る
申
し
出
等
が
あ
れ
ば
、

あ
く
ま
で
も
形
式
的
に
話
を
聞

く
こ
と
に
な
る
と
答
弁
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
決
し
て
受
け
入

れ
を
前
提
と
し
て
話
を
聞
く
も

い
て
も
私
の
頭
の
中
に
は
な

い
。
こ
の
よ
う
な
重
大
な
案
件

は
、
町
民
の
理
解
と
同
意
が
な

け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

・原発から出る使用済核燃料の
中間貯蔵施設について

答

丸
まる

本
もと

　安
やす

高
たか

　議員
（一問一答）

（後世に残すべき日置川の豊かな自然）



○：賛成　　×：反対
採
決
結
果

辻　
　

成
紀

西
尾　

智
朗

古
久
保
惠
三

丸
本　

安
高

水
上
久
美
子

葊
畑　

敏
雄

三
倉　

健
嗣

長
野　

莊
一

岡
谷　

裕
計

南　
　

勝
弥

玉
置　
　

一

楠
本　

隆
典

堀　
　
　

匠

　修正案 否決 × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ × ×

　原　案
可決

すべき
もの

○ ○ × × ○ × × ○ ○ × ○ ○

※委員長（楠本　隆典）は採決に加わりません。議長（溝口　耕太郎）は委員ではありません。

12NO.48

　》》》当初予算（一般会計）の修正案を否決

　議案第２３号「平成３０年度一般会計予算議定について」、古久保委員、南委員から、農
林水産業費の水産業費、水産業振興費の委託料のうち、駐車場管理等業務委託料４００万円
を減額する修正案が提出されました。提出者の古久保委員から提案理由の説明を受け、質疑、
討論を行った後、起立採決の結果、修正案は賛成少数により、否決となりました。
　提案説明および討論の内容、採決の結果は、次のとおりです。

▷▷予算審査特別委員会

　平成３０年度一般会計予算および特別会計予算等９件を審査するため、２月１９日から
２１日までの３日間で、平成３０年予算審査特別委員会を開催しました。
　審査の過程では、｢一般会計予算｣ についての修正案の提出や、｢国民健康保険事業特別会
計予算｣、｢介護保険事業特別会計予算｣ について、反対討論がありましたが、付託された
１０件は、すべて原案のとおり可決すべきもの、承認すべきものと決しました。

修
正
案
提
案
説
明
要
旨

（
古
久
保
委
員
）

　

駐
車
場
管
理
等
業
務
委
託

料
４
０
０
万
円
を
削
除
す
る

案
で
あ
る
。
こ
の
４
０
０
万

円
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か

ら
疑
義
を
も
っ
て
い
た
。
こ

の
駐
車
場
経
営
は
毎
年
赤
字

が
続
い
て
お
り
、
将
来
的
に

こ
の
駐
車
場
の
経
営
に
つ
い

て
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、

駐
車
場
管
理
等
業
務
委
託
料

と
し
て
、
４
０
０
万
円
を
入

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
理
解
で

き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
事
業

内
容
に
つ
い
て
、
昨
年
度
も

私
な
り
に
調
査
し
た
が
、
有

効
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

業
務
が
遂
行
さ
れ
て
い
な

い
。
経
営
者
の
姿
勢
も
あ
る

か
と
思
う
が
、
そ
の
辺
が
目

に
あ
ま
る
思
い
が
あ
る
。
こ

の
４
０
０
万
円
は
、
町
民

の
目
線
か
ら
し
て
も
理
解

し
に
く
い
と
い
う
思
い
で
、

４
０
０
万
円
を
減
額
す
る
修

正
案
を
提
出
す
る
。

原
案
へ
の
賛
成
討
論
要
旨

（
長
野
委
員
）

　

こ
の
施
設
は
町
営
の
駐
車

場
施
設
で
あ
り
、
本
来
で
あ

れ
ば
、
１
年
間
を
通
し
て
、

町
が
全
て
に
お
い
て
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

業
務
を
町
職
員
が
行
う
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
委
託
す
る

こ
と
に
よ
り
、
管
理
を
円
滑

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
予
算
を
減
額
し
、
駐

車
場
は
誰
が
管
理
を
す
る
の

か
。
日
常
業
務
に
お
い
て
駐

車
券
の
回
収
や
ト
ラ
ブ
ル
時

の
対
応
等
も
行
な
わ
れ
て
い

る
と
聞
く
。
管
理
者
が
い
な

け
れ
ば
、
日
常
時
に
加
え
、

繁
忙
期
の
対
応
が
で
き
な
く

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
対

応
す
る
に
は
、
管
理
す
る
人

員
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
駐
車
場

管
理
等
業
務
委
託
料
を
予
算

に
計
上
し
、
駐
車
場
の
管
理

業
務
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
と
考
え
る
。



修
正
案
へ
の
賛
成
討
論
要
旨

（
南
委
員
）

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
関
連

で
事
後
検
証
を
し
て
い
る
か

と
の
質
問
に
対
し
、
検
証
し

て
い
る
が
公
表
は
し
て
い
な

い
。
結
果
を
次
年
度
予
算
に

反
映
す
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
駐

車
場
の
売
り
上
げ
が
少
な
い

の
に
、
多
額
の
経
費
を
か
け

て
い
る
。
今
の
経
営
で
は
、

経
費
削
減
が
不
可
欠
で
あ

る
。
別
の
警
備
会
社
に
委
託

す
れ
ば
、
７
０
０
万
円
以
上

か
か
る
が
、
隣
接
す
る
株
式

会
社
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
に

委
託
す
れ
ば
、
４
０
０
万
円

程
度
で
済
む
と
い
う
こ
と
だ

が
、
料
金
の
負
担
が
生
じ
な

い
な
ら
、
そ
れ
な
り
の
受
益

が
あ
る
の
で
、
無
償
で
お
願

い
す
べ
き
で
あ
る
。
す
さ
み

町
等
の
道
の
駅
も
駐
車
場
清

掃
業
務
は
無
償
で
あ
り
、
そ

う
い
う
条
件
で
の
管
理
委
託

を
し
て
い
る
。
予
算
を
ゼ
ロ

に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

○：賛成　　×：反対
採
決
結
果

辻　
　

成
紀

西
尾　

智
朗

古
久
保
惠
三

丸
本　

安
高

水
上
久
美
子

葊
畑　

敏
雄

三
倉　

健
嗣

長
野　

莊
一

岡
谷　

裕
計

南　
　

勝
弥

玉
置　
　

一

楠
本　

隆
典

堀　
　
　

匠
議案第２４号
　「平成３０年度白浜町国民健康
　  保険事業特別会計予算議定に
　  ついて」

可決
すべき
もの

○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２６号
　「平成３０年度白浜町介護保険事
　 業特別会計予算議定について」

可決
すべき
もの

○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

　》》討論のあった議案

　議案第２４号「平成３０年度白浜町国民健康保険事業特別会計予算議定について」、議案
第２６号「平成３０年度白浜町介護保険事業特別会計予算議定について」の 2 議案では、質
疑の後、葊畑委員が反対討論を行いました。起立採決の結果、いずれも賛成多数により、原
案のとおり可決すべきものとなりました。討論の内容、採決の結果は、次のとおりです。

議
案
第
24
号

反
対
討
論
要
旨
（
葊
畑
委
員
）

　

平
成
30
年
度
か
ら
県
に
一

本
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
政
府
の
医

療
等
の
社
会
保
障
の
減
額

分
は
、
１
千
３
０
０
億
円
を

超
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
な
か
、
こ
の
一
本
化

で
保
険
料
が
低
減
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
短
期

的
な
方
向
で
は
な
く
、
長
期

的
に
見
て
、
住
民
の
声
を
反

映
で
き
る
、
そ
う
い
う
一
本

化
で
あ
る
の
か
と
疑
問
符
が

つ
く
。
さ
ら
な
る
低
所
得
者

に
対
す
る
低
減
も
求
め
な
が

ら
、
こ
の
一
本
化
に
対
す
る

当
初
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

反
対
す
る
。

議
案
第
26
号

反
対
討
論
要
約
（
葊
畑
委
員
）

　

町
と
し
て
予
算
を
組
ん
で

い
る
が
、
認
知
症
患
者
を
ど

う
地
域
で
支
え
て
い
く
の

か
、
要
支
援
１
、２
の
対
象

者
を
介
護
保
険
の
給
付
か

ら
、
今
後
外
し
て
い
く
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
、

創
設
当
時
月
３
千
数
十
円
の

介
護
保
険
料
、
こ
れ
が
基
準

額
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
今
年

度
の
町
の
予
算
で
は
、
６
千

円
あ
ま
り
で
倍
に
な
る
。
こ

の
負
担
が
住
民
に
押
し
つ
け

ら
れ
て
い
く
と
思
う
わ
け
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
町
独
自

で
条
例
を
制
定
し
て
い
た
高

齢
者
生
活
支
援
手
当
が
廃
止

さ
れ
た
。
や
は
り
高
齢
者
、

低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保

険
、
も
っ
と
手
当
て
を
す
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
こ
う
し
た
憤
り
が
あ
る
。

保
険
料
の
値
上
げ
に
つ
い

て
、
も
う
ち
ょ
っ
と
考
え
て

提
案
で
き
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
思
い
も
あ
る
。
も
っ
と

国
へ
向
い
て
申
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
町
と

し
て
で
き
る
こ
と
は
、
低
所

得
者
、
高
齢
者
に
対
す
る
軽

減
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

議
案
に
つ
い
て
、
反
対
す
る
。

※委員長（楠本　隆典）は採決に加わりません。議長（溝口　耕太郎）は委員ではありません。
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　定例会３日目の議案審議において、議案第１７号「白浜町高齢者生活支援手当の支給に
関する条例を廃止する条例について」、議案第１８号「白浜町介護保険条例の一部を改正す
る条例について」の２議案に対して、質疑を行った後、丸本議員および葊畑議員から反対
討論があり、起立採決の結果、賛成多数により可決しました。
　また定例会４日目には、予算審査特別委員会での審査結果報告を委員長から受けた後、
議案第２３号「平成３０年度白浜町一般会計予算議定について」、議案第２４号 ｢平成３０
年度白浜町国民健康保険事業特別会計予算議定について｣、議案第２６号「平成３０年度白
浜町介護保険特別会計予算議定について」の３議案に対し、丸本議員および葊畑議員から
反対討論があり、起立採決の結果、賛成多数により可決しました。
　採決の結果とそれぞれの討論の要旨は、次のとおりです。

▷▷討論のあった議案

議
案
第
17
号

反
対
討
論
要
旨
（
丸
本
議
員
）

　

高
齢
者
生
活
支
援
手
当
の

制
度
は
、
被
保
険
者
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図

る
の
が
目
的
と
あ
る
。
支
給

対
象
者
の
割
合
が
増
え
て
き

て
お
り
、
高
齢
者
の
貧
困
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
見
て
と

れ
る
。
今
回
の
条
例
改
正
は
、

財
政
を
理
由
に
制
度
が
廃
止

さ
れ
る
。
町
民
に
喜
ば
れ
、

利
用
さ
れ
て
き
た
制
度
を
切

り
捨
て
る
こ
と
に
な
る
。
福

祉
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
、
反
対
す
る
。

議
案
第
18
号

反
対
討
論
要
旨
（
葊
畑
議
員
）

　

こ
の
議
案
の
介
護
保
険
料

基
準
額
、
年
額
７
千
２
０
０

円
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
取

り
組
み
を
評
価
す
べ
き
こ
と

も
あ
る
が
、
多
く
の
被
保
険

者
、
と
り
わ
け
高
齢
者
に

と
っ
て
、
年
金
額
の
減
額
が

あ
る
な
か
で
は
、
生
活
に
も

耐
え
が
た
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
議
案
に
反
対
す
る
。

○：賛成　　×：反対
議
決
結
果

辻　
　

成
紀

西
尾　

智
朗

古
久
保
惠
三

溝
口
耕
太
郎

丸
本　

安
高

水
上
久
美
子

葊
畑　

敏
雄

三
倉　

健
嗣

長
野　

莊
一

岡
谷　

裕
計

南　
　

勝
弥

玉
置　
　

一

楠
本　

隆
典

堀　
　
　

匠

議案第１７号
　「白浜町高齢者生活支援手当の
　支給に関する条例を廃止する条
　例について」

可

決
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第１８号
　「白浜町介護保険条例の一部を
　改正する条例について」

可

決
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２３号
　「平成３０年度白浜町一般会計
　予算議定について」

可

決
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２４号
　「平成３０年度白浜町国民健康
　保険事業特別会計予算議定につ
　いて」

可

決
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第２６号
　「平成３０年度白浜町介護保険
　特別会計予算議定について」

可

決
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長（溝口　耕太郎）は採決に加わりません。
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議
案
第
23
号

反
対
討
論
要
旨
（
葊
畑
議
員
）

　

ま
ず
、
高
齢
者
生
活
支
援

手
当
の
廃
止
が
あ
る
。
低
所

得
高
齢
者
の
介
護
保
険
料
を

半
額
に
す
る
制
度
が
で
き
た

こ
と
が
理
由
だ
が
、
こ
ど
も

医
療
費
無
料
制
度
の
拡
充
等

は
、
国
の
制
度
で
な
く
て
も

実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
、

年
金
削
減
等
で
苦
し
む
高
齢

者
を
守
る
制
度
を
継
続
し
て

も
お
か
し
く
な
い
。

　

農
林
水
産
業
費
の
駐
車
場

管
理
委
託
料
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
等
か
ら
認
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

　

教
育
費
は
図
書
館
新
設
の

進
展
が
み
ら
れ
な
い
予
算
と

な
っ
て
い
る
。
学
校
等
の
公

共
施
設
の
耐
震
化
も
急
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
税
の
滞
納
に
関
し
、
本

来
、
年
金
や
給
料
は
あ
る
程

度
の
金
額
を
除
い
て
差
し
押

さ
え
禁
止
財
産
で
あ
る
。
住

民
の
暮
ら
し
を
破
壊
す
る
よ

う
な
こ
と
を
や
め
る
べ
き
で

あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
指
摘

を
し
て
、
反
対
す
る
。

議
案
第
24
号

反
対
討
論
要
旨
（
葊
畑
議
員
）

　

政
府
は
国
保
財
政
支
援
の

強
化
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、
市
町
村
独
自
の
法
定
外

繰
入
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、
高

す
ぎ
る
保
険
料
、
税
の
値
上

げ
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

　

給
付
費
削
減
を
行
っ
た
自

治
体
に
、
予
算
を
重
点
配
分

す
る
保
険
者
努
力
支
援
制
度

等
が
含
ま
れ
、
保
険
料
、
税

が
増
加
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

危
惧
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
予
算
案
に
反
対
す
る
。

議
案
第
26
号

反
対
討
論
要
旨
（
丸
本
議
員
）

　

２
０
０
０
年
に
介
護
保
険

制
度
が
始
ま
り
、
こ
の
間
、

保
険
料
が
約
２
倍
に
な
っ
て

い
る
。
国
民
年
金
の
み
で
生

活
し
て
い
る
高
齢
者
や
低
所

得
者
層
に
と
っ
て
、
介
護
保

険
料
の
負
担
が
ど
れ
だ
け
厳

し
い
か
。
住
民
税
非
課
税
者

も
高
い
介
護
保
険
料
を
支
払

わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
保

険
料
の
値
上
げ
を
計
上
し
た

予
算
案
に
反
対
す
る
。

＊ 録画配信とは

＊ 方　法

　議場で行われる本会議の定例会、臨時会の様子を録画、録音したものをインターネッ

トを通じて、配信するものです。傍聴にお越しになれない方等に、手軽に議会の様子を

見ていただくため、直近の議会の様子を配信しております。

　町ホームページの白浜町議会のページから、直近の定例会等の映像をご覧いただけま

す。登録等は不要で、インターネットの回線があればどなたでもご覧いただけます。録

画配信をご覧になるには、Adobe 社の Adobe Flash Player（無償）のインストールが必

要です。（※スマートフォン等の携帯端末には対応しておりません。）

白浜町ホームページアドレス　http://www.town.shirahama.wakayama.jp/

　１.白浜町ホームページ

　　　　　　　⇒　２.中ほどにある「白浜町議会」をクリック

　　　　　　　　　　　　　　　⇒　３.「議会録画配信」をクリック

本会議の録画配信！！



　

町議会・町議会議長の主な動き
（１月１日～３月３１日）

１
月
４
日　
　

成
人
式

　
　
　
　
　
　

新
年
祝
賀
会

　
　

５
日　
　

消
防
出
初
式

　
　

６
日　
　

交
通
安
全
年
頭
式

　
　

11
日　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

15
日　
　

田
辺
市
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組

　
　

～
16
日　

合
視
察
研
修　
　
　

 （
東
京
都
）

　
　

18
日　
　

市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
選

　
　
　
　
　
　

手
団
結
団
式

　
　

19
日　
　

全
員
協
議
会

　
　

24
日　
　

山
口
県
周
南
市
議
会
政
務
調
査

　
　
　
　
　
　

来
庁

　
　

25
日　
　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
　
　
　
　

域
連
合
説
明
会

　
　

30
日　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

２
月
１
日　
　

県
町
村
議
会
議
長
会
議
長
、
副

　
　

～
２
日　

議
長
研
修
会
（
み
な
べ
町
）

       

５
日　
　

富
田
共
有
財
産
組
合
委
員
会

　
　

６
日　
　

第
１
回
定
例
会
（
第
１
日
）

　
　
　
　
　
　

全
員
協
議
会　
　
　

  

　
　

13
日　
　

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
　
　
　
　
　

議
会

　
　

14
日　
　

県
議
長
会
臨
時
総
会

　
　

15
日　
　

第
１
回
定
例
会
（
第
２
日
）

　
　

16
日　
　

第
１
回
定
例
会
（
第
３
日
）

　
　

17
日　
　

堅
田
保
育
園
50
周
年
合
同
式
典

　
　

19
日　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

20
日　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

21
日　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

22
日　
　

富
田
川
衛
生
施
設
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
議
会

       

23
日　
　

第
１
回
定
例
会
（
第
４
日
）

　
　

26
日　
　

公
立
紀
南
病
院
組
合
議
会

　
　

28
日　
　

大
辺
路
衛
生
施
設
組
合
議
会

３
月
１
日　
　

西
牟
婁
地
方
老
人
福
祉
施
設
組

　
　
　
　
　
　

合
議
会

　
　

３
日　
　

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
表
彰
式

　
　

５
日　
　

富
田
川
治
水
組
合
議
会

　
　

８
日　
　

中
学
校
卒
業
式

　
　

19
日　
　

幼
児
園
卒
園
式

　
　

22
日　
　

小
学
校
卒
業
式

　
　

26
日　
　

新
議
員
説
明
会

　
　

28
日　
　

議
員
懇
談
会

　

青
空
に
新
緑
が
映
え
、
鯉
の
ぼ
り
が

力
強
く
泳
ぐ
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
夏

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
観
光
客
を

迎
え
る
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
員
選
挙
に
よ
り
、

新
し
く
議
会
広
報
特
別
委
員
会
が
構
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
町
民
の
皆
さ
ん

に
議
会
の
活
動
等
を
幅
広
く
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
委
員
一
同
、
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

   議会広報特別委員会

  委員長　　南　勝弥
  副委員長　小森　一典
  委　員　　正木　秀男
  委　員　　松田　剛治
  委　員　　水上　久美子
  委　員　　葊畑　敏雄

議会開催予定のお知らせ

  詳しい日程等については、議会事務局
までお問い合わせ下さい。

（ＴＥＬ　４３－６５９１）

 　次回の定例会は

６月５日（火）から
　　　６月２０日（水）                   
　　   　　　　　まで開催予定です。


